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日本医療福祉設備学会の開催 会誌「病院設備」の発行 認定ホスピタルエンジニアの育成

病院設備に関係する国際活動 規格・指針（ガイドライン）の作成 その他の活動

調査研究活動 HOSPEX Japan
（設備・機器の展示会）の開催

本年で第44回目を迎え、東京ビッグサイト会議棟で、11月
25日・26日に開催しています。
医療・福祉に関する設備、機器、情報技術などの研究・
開発、よりよい療養環境づくりのための研究発
表の場、意見交換の場を提供することを

目的として、毎年開催しています。

医療・福祉に関する設備・機器の情報収集、調査研究を
計画的に行い、協会ホームページと会誌「病院設備」
に発表しています。
2010年から医療福祉施設のエネルギー
使用等実施調査を実施しています。

IFHE（Internat ional  Federat ion of  Hospi ta l  
Engineering 国際病院設備連盟）に加盟し、病院設
備に関する海外の動向や情報をいち早く伝え
るために、海外視察・調査団を定期的に派
遣しています。

病院の整備計画の作成や管理運営にたずさわる方々
のために、病院の空調設備、電気設備、衛生設備な
どの設計・管理指針（ガイドライン）を作成して
います。

その他、医療・福祉に関する研修会・講習会・講演会・
シンポジウムなどを開催します。また、病院や高
齢者施設などの施設見学会も行っています。

日本医療福祉設備学会の併設展示会として、医療・
福祉施設のための設備・機器の総合展示会で
あるHOSPEX Japanを一般社団法人日本
能率協会との共催により、毎年

開催しています。

医療・福祉のための設備総合誌として、会誌「病院設備」
を隔月に（年6回）刊行しています。
テーマ特集を中心とする会誌ですが、会員の研究
成果や最新の医療機器なども紹介してい
ます。

病院設備の維持・管理・運営を担当する専門的人材の
養成を目的として、講習会を開催するとともに、認定
試験を行って認定ホスピタルエンジニアを育成し
ています。
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第21回 IFHE国際病院設備学会（2010年）　（The 21Congress of the International Federation of Hospital Engineering）
IFHE国際病院設備学会は、隔年に開催されていますが、アジアでは初めて2010年（平成22年）に、当時IFHE会長を務めていた当協会名誉会員の長澤　泰先生が学会長を務
め、当協会主催で開催しました。

国際病院設備連盟、IFHE（The International Federation of Hospital Engineering）への加盟
当協会（HEAJ）は、1984年に日本を代表してIFHEのAメンバーに加盟し、IFHE国際病院設備学会および定例の会議において、積極的な意見交換等を行っています。我々
から発信された意見情報は、世界の医療福祉設備の改善・推進に大きな役割を果たしています。
IFHEは、病院設備技術の向上、普及、促進を目的に1970年にイタリアのローマで設立された世界保健機関（WHO）と正式な関係を持つ非営利団体です。

2010年11月17日から19日まで、東京ビッグサイト会議棟で『文化的背景に立つヘルスケアエンジニアリング』をテーマに開催
しました。
開会式では、来賓として招いた世界保健機構（WHO）西太平洋地域事務局長より基調講演が行われ、引き続き10のセッションに
分かれて世界各国から37の口頭発表が同時通訳付きで行われました。主なセッションテーマは、「病院計画・設計の国際比較」、
「病院環境とファシリティマネジメント」、「感染制御・予防」、「先進技術と情報通信技術」、「災害軽減・危機管理」などでした。
また、Tokyo One Day Tour、Dinner at Oedo-Hot Spring ParkおよびTechnical Visit（病院見学ツアー）などのソーシャルプ
ログラムを実施し、IFHE国際病院設備学会と同時開催の第３９回日本医療福祉設備学会を合わせて約1,000名が参加の中、関
係者各位ならびに各協賛企業の多大なるご尽力により、無事会議を終了することができました。

海外視察研修2014（米国ダラス市およびIFHE国際病院設備連盟ブエノスアイレス国際会議）

2014年10月に海外視察研修を実施しました。米国ダラス市の代表的医療施設および近代建築を視察し、その後、アルゼンチン・ブエノスアイレス市で開催のIFHE国際病院設
備連盟ブエノスアイレス国際会議で、多種にわたる医療設備に関するセッションに参加し、意見交換を行いました。また日本代表により、「Disaster Mitigation through FM 
（Facility Management） and Hospital BCP （Business Continuity Plan）」（FMによる減災と病院のBCP）をテーマにシンポジウムが開催されました。

国際交流意見交換会　International Exchange Meeting

（2010年10月）

学会概要

シンガポール保健省政府系企業MOHH（Ministry of Health Pte Holdings）４名とHEAJ＆JIHaメンバー30名による交流会を実施しました。

オンタリオ州政府派遣メンバーとHEAJメンバーとの意見交換会を実施しました。

カナダ・オンタリオ州政府派遣団との意見交換会 （2012年11月）

IHEEM香港支局メンバー14名とHEAJメンバー13名による交流会
を実施しました。また、グループは、２日間に４病院（聖路加国際
大学、足利赤十字病院、三井記念病院、日本医科大学八千代メディ
カルセンター）を視察訪問し、香港との比較を中心に当協会会誌
「病院設備」９月号にレポートを掲載しました。

世界でのHEAJの役割とそれを担う国際活動

シンガポール保健省政府系企業MOHHメンバーとの交流会 （2015年5月）

IHEEM（英国病院設備協会）香港支局メンバーとの交流会 （2014年5月）
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近年の主な事業活動・報告

病院設備設計ガイドライン
当協会最初の規格は、1985年に策定した「病院用ギャッチベッド（HEAS-01）」です。1989年に「病院空調設備の設
計・管理指針（HEAS-02」を策定し、1998年と2004年に改訂を行いました。HEASとは、Healthcare Engineering 
Association of Japan Standardの略称で、一般社団法人日本医療福祉設備協会が定めた規格を意味します。

2011年に当協会規格（病院設備設計ガイドライン）である「電気設備編」、「衛生設備編」、2012年に「BCP編」、
2013年に「空調設備編」、2014年10月に「BCP編－中小病院のためのBCP実践マニュアル」を策定しました。今後
も「病院設備の維持管理ガイドライン（電気設備編、空調設備編、衛生設備編）」、「病院設備設計ガイドライン
（コージェネレーション編）」および「病院設備の維持管理ガイドライン（電気設備編、空調設備編、衛生設備編）」
などの策定を予定しています。

認定ホスピタルエンジニア
ホスピタルエンジニア認定制度は、当協会が2011年に発足させた資格認定制度です。この制度は、病院等の担当設備の専門的な運用・管理ができ、設
備の供給・保守業者および医療従事者などとのコミュニケーションがとれる人材を育成することを目的としています。

指定講習会（2日間）の受講後、認定試験に合格し、当協会の認定ホスピタルエンジニア名簿に登録されると「認定ホスピタルエンジニア（CHE）」の称
号が付与されます。

現在663名の方が認定ホスピタルエンジニア（CHE）として活躍されています。

第１回認定試験（2012年3月実施） 受験者数  207人 合格者数  177人 合格率85.5％

第２回認定試験（2013年3月実施） 受験者数  211人 合格者数  174人 合格率82.5％

第３回認定試験（2014年3月実施） 受験者数  203人 合格者数  185人 合格率91.1％

第４回認定試験（2015年3月実施） 受験者数  189人 合格者数  154人 合格率81.5％

第５回認定試験（2016年3月実施予定）

受講・受験者職種別リスト　（受験者189名）

第4回ホスピタルエンジニア認定
のための講習会・試験

病院設備を安全・確実に運用・管理する

プロフェッショナルが求められています

第3回ホスピタルエンジニア認定のための

第3回ホスピタルエンジニア認定のための

講習会・試験のご案内

　ホスピタルエンジニア認定制度は、病院等の担当設備の専門的な運用・管理ができ、設備供給・保守業者および医療従事

者などとのコミュニケーションがとれる人材を育成することを目的としています。認定試験に合格し、当協会に登録すると

「認定ホスピタルエンジニア（CHE）」の称号を付与します。

　第3回ホスピタルエンジニア認定のための講習会・試験を下記の要領で実施いたします。

指定講習会／認定試験

２０１4年2月1日（土）・2日（日）　
於）帝京平成大学 池袋キャンパス

講習日

試験日
3月15日（土）

於）聖路加看護大学

受講料：１７,０００円　　受験料：８,０００円

２０１4年

（テキスト代含む）

2月1日（土）午前

午後

開会の辞
病院概論
通信設備

電気設備／エネルギー管理負荷としての医療機器
空調設備2月2日（日）午前

午後

給排水衛生設備
防災設備／監視制御設備／
搬送設備 
維持管理

■
指
定
講
習
会
の
概
要（
予
定
）

お申し込み・お問い合わせ先 〒113-0033  東京都文京区本郷3-39-15  医科器械会館3階　TEL: 03-3812-0257　FAX: 03-6240-0690

e-mail: info@heaj.org　URL: http://heaj.org/　　認定ホスピタルエンジニア専用ホームページ　http://heaj.org/CHE/

一般社団法人 日本医療福祉設備協会　CHE試験事務局
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2014年中国医療施設環境技術セミナー International Conference of Hospital Environment Control Technology 2014 2014年10月

中国建築科学研究院（CHINA ACADEMY OF BUILDING RESEARCH）、中国建築学会暖通空調クリーン協会お
よび<暖通空調>Journal of HV & ACの主催により、病院の空調設備に関する国際セミナーが上海市同濟大
学で開催されました。

この国際セミナーでは、当協会より指針「病院設計設備ガイドライン（空調設備編）HEAS-02-2013」の基本方
針とその編集背景、HEAS-02-2004からの変更点、病院感染対策と空調設備、清浄度区分および空調方式の事
例をテーマに講演を行いました。また、中国病院空調設備関係者をはじめ、米国のSyska Hennessy Groupの
「Design of operating in US」およびドイツの指針「DIN 1946-4」の講演も行われました。

プログラムでは、手術室の空調設備の視察を中心にした病院見学会、セミナー後には、情報交換会
「Healthcare Facility salon」が開催され、各国の代表により、主に次の項目について討論が行われました。

・ The Typical layouts and the requirement for personnel activities
　（動作など人的側面を考慮した特有な手術室レイアウト）
・ Requirements for OP environment　（手術環境の必要条件）
・ Is it necessary to use HEPA？（HEPAフィルターの必要性）
・ Air flow pattern（気流パターン）

顕彰・表彰 Awards
都築 正和 先生　　ロウフマン・グレッドバッチ賞を受賞
当協会の名誉会員である都築正和先生(第７代会長)が、ＡＡＭＩ米国医療機器振興
協会の最も栄えある賞「The AAMI Foundation Laufman-Greatbatch Award」を
受賞されました。
授賞式は、２０１５年６月６日、コロラド州デンバーで開催の「ＡＡＭＩ年次大会」で執り
行われました。

２０１３年 （一財）古川医療福祉設備振興財団より当協会が顕彰を
受けました。

２０１４年 （一財）古川医療福祉設備振興財団より「病院設備設計
ガイドライン（ＢＣＰ編）」作成ワーキンググループが顕彰
を受けました。
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医療福祉施設のエネルギー使用実態調査

専門家の視点で最新のエネルギー消費動向を把握して省エネルギーやCO2削減対策に役立つ基礎的なデータベースを創ることを目的として、2010年から医療福祉施設
のエネルギー使用の実態調査を開始しました。本調査では、医療福祉施設のエネルギー使用の実態について、基礎的な「アンケート調査」および「計測データの収集や実際
の計測」などを実施しています。この調査結果は「病院施設のエネルギー実態調査報告書」としてまとめ、当協会の内外へ情報を発信しています。
※現在、一般向けにデータ版を販売してます。詳細は、当協会ホームページをご覧ください。

1. アンケート調査
調査対象病院（計25病院）におけるアンケートの結果から以下の分析を行いました。
（1） 施設概要：建築・設備、運用に関わる基礎的な情報について、28項目を調査して回答を分析しました。
（2） 省エネ推進状況：省エネ設備の採用や省エネ活動への取組他、81項目を抽出して採用数の多い順に分類しました。

2. エネルギー消費量調査
電力・ガス・油・上水・中水・井水使用量、一次エネルギー消費量、CO2排出量、電気・ガス・給水コストの11項目について月別、年間の消費量・排出量を調査しました。これ
らの調査データをベースとして、年間使用量や床面積1m2あたりの使用量原単位と延床面積との関係、月別使用量原単位の推移などを分析しています。さらに、ＢＥＭ
Ｓ等で収集した詳細データから、負荷消費モデル例を示してます。また、病院のエネルギー管理指標について考察しています。

冷熱源種別の件数・割合 エネルギー別の冷熱源装置容量の割合 冷熱源方式の件数・割合

月別CO2排出量割合〈2009～2011年度平均〉地域分類と年間一次エネルギー消費量原単位の関係
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A 寒冷地 2004 国公立 中 ○

 B 寒冷地 2006 国公立 大

 C 寒冷地 2007 民　間 小

 D 温暖地1（関東・中部） 2007 大　学 大

 E 温暖地1（関東・中部） 2005 民　間 中

 F 温暖地1（関東・中部） 2006 大　学 大 ○

 G 温暖地2（近畿以西） 2000 民　間 中

 H 温暖地2（近畿以西） 2006 民　間 中

 I 温暖地2（近畿以西） 2009 民　間 小

 J 寒冷地 2009 民　間 小

K 温暖地1（関東・中部） 2007 国公立 中

 L 温暖地1（関東・中部） 2008 国公立 中

 M 温暖地1（関東・中部） 2005 民　間 小

 N 温暖地1（関東・中部） 2007 民　間 中

 O 温暖地1（関東・中部） 1998 大　学 大 ○

 P 温暖地1（関東・中部） 2009 民　間 中

 Q 温暖地2（近畿以西） 2010 大　学 小

 R 温暖地1（関東・中部） 2003 民　間 中

 S 温暖地2（近畿以西） 2009 民　間 中

 Ｔ 寒冷地 2011 民　間 大

 Ｕ 温暖地1（関東・中部） 2008 大　学 中 ○

 Ｖ 温暖地1（関東・中部） 2007 民　間 大 ○

 Ｗ 温暖地1（関東・中部） 2007 民　間 大

 X 温暖地2（近畿以西） 1999 民　間 大

 Y 温暖地2（近畿以西） 1995 民　間 中

注）規模については、病床数による区分とした（小：300床未満、中：30～500床、大：500床超）
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